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平成２７年 第２回沼田町議会定例会（２日目） 会議録 

 

                      平成２７年 ６月２３日（火） 

                      午前 １５時００分 開 会 

１．出席議員 

  議 長 ９番 渡 邊 敏 昭 議員    １番 高 田   勲 議員 

      ２番 津 川   均 議員    ３番 大 沼 恒 雄 議員 

      ４番 小 峯   聡 議員    ５番 久 保 元 宏 議員 

      ６番 長 原   誠 議員    ７番 鵜 野 範 之 議員 

      ８番 杉 本 邦 雄 議員   １０番 橋 場   守 議員 

 

２．欠席議員  なし 

  

３．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

  町    長  金 平 嘉 則 君  監 査 委 員 金 子 幸 保 君 

  農業委員会長  山 岡 禎 弘 君  

 

４．町長の委任を受けて出席した説明員 

  副町長      栗 中 一 弘 君  総務財政課長  菅 原 秀 史 君   

政策推進室長 吉 田 憲 司 君  農業商工課長  横 山   茂  君   

住民生活課長 浅 野 信 行 君   建設課長   中 野 栄 治 君 

保健福祉課長 黒 田 美 和 君  和風園園長  安 念 昌 典  君 

旭寿園園長  谷 口   勲  君  会計管理者  後 藤 一 昭 君 

    

５．教育委員会委員長の委任を受けて出席した説明員 

  教育長       生 沼 篤 司 君   次  長     篠 原   毅  君 

 

６．職務のため、会議に出席した者の職氏名 

  事務局長     三 浦   剛  君  書  記      林   亮 太  君 

 

 

 

 

 

 

 



 2 

７．付議案件は次のとおり 

（議件番号） 

 

報告第１号 

報告第２号 

 

承認第５号 

 

議案第３９号 

議案第４０号 

議案第４１号 

議案第４２号 

議案第４３号 

議案第４４号 

 

議案第４５号 

 

議案第４６号 

議案第４７号 

議案第４８号 

議案第４９号 

議案第５０号 

議案第５１号 

 

諮問第１号 

請願第３号 

（件   名） 

会議録署名議員の指名 

繰越明許費に係る繰越計算書の報告について 

株式会社沼田開発公社の事業計画及び決算に関する書類の提出に

ついて 

専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度沼田町一般会

計補正予算専決第２号） 

沼田町住んで快適暮らして満足移住定住応援条例について 

沼田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

空知教育センター組合規約の変更について 

平成２７年度沼田町一般会計補正予算について 

平成２７年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算について 

平成２７年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算につい

て 

平成２７年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予算につ

いて 

平成２７年度沼田町介護保険特別会計補正予算について 

平成２７年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算について 

平成２７年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算について 

平成２７年度沼田町公共下水道特別会計補正予算について 

平成２７年度沼田町水道事業会計補正予算について 

～誇りある宝で未来を創る～「みんなで食べよう雪中米！宣言」に

ついて 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

憲法を守り、日本を海外で戦争する国にする戦争立法の廃案を求め

る請願について 

 

 

 

 

 

 



 3 

開 会  １５時００分 

   

（開 会 宣 言） 

○議長（渡邊敏昭議長）これより定例会を開会しますが、開会する前に、ご出席の傍

聴者の方々に一言申し上げます。本日も議員並びに理事者、説明員におきましては軽

装のまま議案審議を行いますことを予め申し添えます。傍聴の皆様方におかれまして

も楽な姿勢で議会の傍聴をしていただければと議長よりお伝え申し上げます。なお、

日暮教育委員長は、欠席となっている事を申し上げます。 

只今の出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、これより２日目の会

議を開きます。本日の議事日程はお手元に配布のとおりであります。 

   

（会議録署名議員の指名） 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議

員は、会議規則第１２５条の規定により、５番、久保議員、６番、長原議員を指名致

します。 

   

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第２、報告第１号。繰越明許費に係る繰越計算書の報告

についてを議題と致します。本件は、報告事項であります。説明を省略し、直ちに質

疑に入りたいと思います。報告第１号について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。お諮り致します。報

告第１号は報告のとおり受理することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって、報告第１号は報告のとおり

受理することに決しました。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第３、報告第２号。株式会社沼田開発公社の事業計画及

び決算に関する書類の提出についてを議題と致します。本件は、報告事項であります。

説明を省略し、直ちに質疑に入りたいと思います。報告第２号について質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。お諮り致します。報

告第２号は報告のとおり受理することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって、報告第２号は報告のとおり
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受理することに決しました。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第４、承認第５号。専決処分の承認を求めることについ

てを議題と致します。提案理由の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（菅原秀史課長）はい。承認第５号。専決処分の承認を求めることに

ついて。地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分したの

で同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。平成２７年６月２２日提出。

町長名であります。次の頁をお開き願いたいと思います。専決処分書、地方自治法第

１７９条第１項の規定によって、平成２６年度沼田町一般会計補正予算（専決第２号）

を別冊のとおり専決処分する。平成２７年３月３１日、町長名でございます。別冊の

平成２６年度一般会計補正予算、専決第２号、１頁をお開き願いたいと思います。平

成２６年度沼田町一般会計補正予算、専決第２号。平成２６年度沼田町の一般会計の

補正予算、専決第２号は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正、第１条、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、１億９，０９７万１千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ、４６億６，１８４万９千円と定める。２項省略致

します。繰越明許費、第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰

り越して使用することができる経費は、「第２表繰越明許費」による。地方債の補正、

第３条、地方債の変更は、第３表、地方債補正による。平成２７年３月３１日、沼田

町長名でございます。本専決予算につきましては、平成２６年度の決算見通しを調整

した結果、最低余剰金が６億４００万円生じる見通しとなった事から、決算処理とし

て財政調整基金繰入金へ９５８万４千円と地域医療確保安定基金へ２億１，１０６万

１千円の戻入の歳入処理を行い、また財政調整基金へ１億５千万円と振興基金へ４，

８００万円、地域医療確保安定化基金へ５千万円の積立を行い、次年度繰越金を１億

３千万円とする為の補正を専決処分させていただいたものでございます。８頁歳入を

お開き下さい。歳入の補正であります。２款、地方譲与税から１０頁１０款、地方特

例交付金までのいわゆる一般財源項目でありますが、交付額の確定により、それぞれ

増減額補正したものでございます。１０頁をお開き願いたいと思います。１０頁、中

段上の１１款、地方交付税は、一般財源の総額調整として、増額補正し収支の均衡を

図ったものでございます。１０頁下段、１５款、国庫支出金、１１頁上段１６款、道

支出金におきましては、該当事業におけます対象経費の確定に伴います、補助金の増

減額補正としております。１１頁中段の１７款、財産収入、１目財産貸付収入、２節

光ファイバー貸付収入、５６万２千円の増は、加入件数増加に伴います貸付収入の増

額補正でございます。１８款、寄附金、個別の説明は省略させていただきますが、確

定額の調整でございます。１２頁をお開き願いたいと思います。１２頁から１３頁、

１９款、繰入金につきましては、前段申し上げました財政調整基金繰入金９５８万４

千円と地域医療確保安定化基金繰入金２億１，１０６万１千円の戻入と基金充当事業
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におけます事業費の確定による、各基金繰入金を２，００４万３千円を減額補正して

いるところでございます。１４頁をお開き願いたいと思います。歳出補正の主な内容

でございますが、２款、総務費から１８頁１０款、教育費まで各基金充当事業の確定

及び起債額の確定により、各関係予算の執行残を減額処理し、基金及び起債財源を減

額したものでございます。１４頁２款、総務費、１０目振興費ではふるさと納税寄付

に対するお礼特産品に対する８節報償費の減額補正２１２万３千円と、１９節負担金

補助及び交付金において進出企業であります、株式会社正和に対します沼田町企業立

地促進条例に基づく、対象事業費の精査により補助金額を３９６万８千円を減額した

ものでございます。１５頁をお開き願いたいと思います。１５頁２１目光ファイバー

管理費では、移設工事費の減額補正として３０２万４千円でございます。２４目開拓

１２０年記念事業費につきましては、各種事業費によります精算によりまして、４０

２万９千円の減額でございます。１６頁をお開き願いたいと思います。下段６款、農

林水産業費、４目農地費でございますが、道営事業基盤整備事業の負担金の減額でご

ざいまして、３２６万６千円となってございます。１７頁をお開き願いたいと思いま

す。上段でございます。６目農業総合対策費、８５７万４千円の減額につきましては、

各種事業補助金等の未執行分の減額となってございます。下段９款、消防費、１目消

防施設費、深川地区消防組合負担金８０６万７千円の減額は、デジタル無線機整備事

業分の負担金の減額となってございます。１８頁をお開き願いたいと思います。下段

になります、１２款、諸支出金でありますが、財源となる寄附金の確定と一般財源の

確定により、再計余剰金を２目財政調整基金に１億５千万円と４目振興基金、１０目

地域医療確保安定化基金に積み立てる為、増額を行ったものでございます。以上、歳

入歳出補正の説明とさせていただきまして、４頁にお戻り願いたいと思います。中段

であります。第２表、繰越明許費と致しまして、総務費１項総務管理費、事業名、社

会保障・税番号制度システム改修事業、金額４２８万７千円はいわゆるマイナンバー

制度に関わりますシステム改修費の事業でございます。事業費、地域活性化・地域住

民生活等緊急支援事業、金額４，４５０万２千円につきましては、国の平成２６年度

の補正により採択を受けたものでございまして、地域の消費喚起・生活支援型の事業

でございます。土木費、２項道路橋梁費、事業名、除雪トラック購入費、金額３，７

０４万４千円はトラックの購入費でございます。申し上げました各３事業につきまし

ては、事業採択時期、トラック需要の高まりなどから年度内の事業完了が困難となっ

たことから翌年度へ繰り越すこととしたものでございます。下段第３表、地方債の補

正変更。起債の目的、消防デジタル無線整備事業、補正前限度額７，３５０万円、補

正後限度額６，９３０万円でございますが、デジタル無線整備事業負担金の減に伴う

ものであります。公共事業債農業農村、補正前限度額１，３８０万円、補正後限度額

１，１４０万円は道営基盤整備事業負担金減によるものでございます。以上申し上げ

まして、提案理由とさせていただきます。ご承認の程、よろしくお願い申し上げます。 
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○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。承認第５号は、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は承認することに決しま

した。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第５、議案第３９号。沼田町住んで快適暮らして満足移

住定住応援条例についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。農業商工課

長。 

○農業商工課長（横山茂課長）はい。議案第３９号、沼田町住んで快適暮らして満足

移住定住応援条例について。沼田町住んで快適暮らして満足移住定住応援条例を提出

する。平成２７年６月２２日提出。町長名でございます。沼田町住んで快適暮らして

満足移住定住応援条例。以降、条文につきましてはお目通しをいただきたく提案理由

を申し上げます。今年３月３１日をもちまして、新築住宅取得奨励金の交付制度を実

施してきた沼田町移住定住応援条例が失効したことに伴い、町民が安心して住み続け

られる定住応援策として引き続き住宅取得奨励金と住宅改修事業奨励金、いわゆる住

宅リフォーム事業等を継続するとともに、今回新たに子育て世帯の方を本町に移住を

促す策として子育て世帯の方が住宅を取得する際にさらに手厚く奨励金を充実させ

ることを盛り込み、生産年齢人口増加に結び付けられるよう沼田町住んで快適暮らし

て満足移住定住応援条例としてご提案申し上げますので、本議会での議決をいただき

たく、よろしくご審議の程お願い申し上げ提案理由とさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いを致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

○３番（大沼恒雄議員）はい、議長。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい、大沼議員。 

○３番（大沼恒雄議員）第６条の（３）ですね、これ第６条奨励金の交付を受けた者

が次のいずれに該当する時は一部または全額を返金させるということなんですが、

（３）の提出した書類に偽りその他不正があったときのことについてなんですが、こ

れは町側では過ち料、俗に言う過料を設けるという考え方はございますか。 
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○議長（渡邊敏昭議長）農業商工課長。 

○農業商工課長（横山茂課長）はい。ここで提示をしている内容につきましては、あ

くまでも奨励金を交付した額を偽りがあった時に、返していただくというそういう制

約を載せているという事でございますので、別な過料等発行するという事は考えてお

りません。 

○議長（渡邊敏昭議長）よろしいですか。 

○３番（大沼恒雄議員）はい。 

○議長（渡邊敏昭議長）他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）他に質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に

入ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第３９号は原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第６、議案第４０号。沼田町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。住民生活課

長。 

○住民生活課長（浅野信行課長）はい。議案第４０号、沼田町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例について。沼田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を提

出する。平成２７年６月２２日提出。沼田町長名でございます。改正条文につきまし

ては、煩雑となっておりますので朗読を省略させていただき、説明をさせていただき

ます。今回の条例の提案につきましては、税率の改正であります。先般開催されまし

た国保運営協議会において説明申し上げ、本年度においても一般会計からの繰入は行

わず、担当課で示された必要賦課額に見合う税率の改正を行ったものであります。そ

れによりまして、医療給付費分につきましては所得割を４％から３．８％に、均等割

りを３万６千５百円から２万８千４百円に、平等割を３万３千２百円から２万９千６

百円に改め、介護給付費分につきましては所得割を２．１１％から３．５％に、均等

割りを１万２千８百円から１万４千円に、平等割を１万１千６百円から１万２千百円

に改め、後期高齢者支援分については所得割１．２１％を１．５％に、均等割りを２

万１千６百円から２万１千４百円にそれぞれ改正したものであります。これによって、

本年度１世帯当たりの平均の負担額は、前年度と比べまして１万３，４９４円の増、
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一人あたりでは８，２０７円の増となっております。これはサラリーマン世帯、農業

者世帯、高齢者世帯の３パターンに照らし合わせますと、サラリーマンと農業者の世

帯では３千円から６千円の年税額の増、年金生活をおくられる高齢者世帯においては

３千円程度の減額となると予想されております。以上、提案理由のご説明とさせてい

ただき、ご審議の程よろしくお願い致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第４０号は原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第７、議案第４１号。空知教育センター組合規約の変更

についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。教育委員会次長。 

○教育委員会次長（篠原毅次長）はい。議案第４１号、空知教育センター組合規約の

変更について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定によ

り、空知教育センター組合規約を次のとおり変更する。平成２７年６月２２日提出。

沼田町長名でございます。空知教育センター組合規約の一部を改正する規約。空知教

育センター組合規約（昭和４３年４月２６日地方第６９１号指令）の一部を次のよう

に改正する。第９条第３項中「第１４条の２」を「第１５条」に、「委員の」を「教

育長または委員の」に改める。附則、この規約は、北海道知事の許可のあった日から

施行する。提案理由につきまして、説明申し上げます。地方教育行政の組織及び運営

に関する法律の一部を改正する法律と同法法律の施行令の一部の改正に伴いまして、

教育長又は教育委員の解職請求に関して規約に示すものであります。その法律の変更

等に基づき条番号の改正と対象となる委員に教育長を新たに加えるものでございま

す。ご審議の程よろしくお願い致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り
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ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第４１号は原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第８、議案第４２号。平成２７年度沼田町一般会計補正

予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（菅原秀史課長）はい。議案第４２号、平成２７年度沼田町一般会計

補正予算について。平成２７年度沼田町一般会計補正予算を別冊のとおり提出する。

平成２７年６月２２日提出。町長名でございます。別冊平成２７年度一般会計補正予

算、第２号１頁をお開き願いたいと思います。平成２７年度沼田町一般会計補正予算

第２号。平成２７年度沼田町の一般会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億

３，７５０万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４３億４，２

８１万２千円と定める。２項省略させていただきます。債務負担行為。第２条、地方

自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及

び限度額は、第２表債務負担行為による。地方債の補正。第３条、地方債の追加及び

変更は、第３表地方債補正による。平成２７年６月２２日提出。町長名でございます。

１１頁をお開き願いたいと思います。歳出でございます。１款１目議会費、９節旅費

で１７万円の増額でございますが、議会地方創生調査特別委員会の調査活動に伴いま

す旅費・費用弁償の増額でございます。２款１目一般管理費、１３節委託料５９７万

３千円の増額でございますが、２件の委託業務に関わるものであり、１つ目が職員人

事評価制度構築・導入支援業務委託料でございまして、これにつきましては平成２６

年度５月に地方公務員法の改正に伴い、平成２８年４月から人事評価制度施行にあた

って人事評価・目標管理の制度設計、構築を図るべく基礎調査資料、評価マニュアル、

評価シートなどの業務を円滑に進める為、委託するものであり、行政手続整備支援業

務委託につきましては、平成２６年６月に交付されました行政不服審査慣例３法に伴

うものでございますが、行政手続条例の改正、新制度に対応する交付整備。行政不服

審査法等に関わります例規、全体整備に関わります業務委託でございます。１８節備

品購入費５６万１千円の増額でございますが、庁用器具費の購入費でございまして、

職員の椅子の購入費でございます。２目情報推進費、１８節備品購入費４万円の増額

補正は、ビデオカメラの購入費でございまして町の魅力情報発信の為に動画を活用す
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るための購入経費でございます。３目ＯＡ管理費、１８節備品購入費６６万１千円の

増額につきましては、現在各課に配置されておりますレーザープリンターの更新に関

わるものでございまして、経年劣化に伴います印刷状態の悪化、紙詰まりなどにより

まして、５台分の補正を計上してございます。６目財産管理費、１５節工事請負費、

２９７万円の増額補正でございますが、これにつきましては５町内にあります旧法務

局出張所の解体工事費でございます。１２頁をお開き願いたいと思います。１０目振

興費、１９節補助金、５００万円の増額でございます。この補助金につきましては、

予算概要書の記載もありましたが４年サンセット事業として２６年で失効致しまし

た、まちづくり活性化支援事業、人材育成・地域活性化・産業活性化に対する支援事

業でありましたが、地域資源の活用した事業化に取り組むものを対象とする事業拡充

を図ったものでございまして、新たにひと・まち・しごと育成支援事業として取り組

んで参ることとしたものでございます。１４目自動車学校費、１５節工事請負費、２

１２万８千円の増額補正でありますが、これにつきましては自動車学校車庫への水道

引込管が漏水しておりまして、現在止水し、車庫の水が使えない状況にしてございま

す。現在の引込管につきましては、学校建物等とは別に引き込んでおりまして、大型

車両などが通過する位置に埋設されており、現状として年数も経過していることから

今後の維持管理費を考慮した中で、埋設替えするものとして考えているところでござ

います。１７目スコーレセンター費、１５節工事請負費、７９３万４千円の増額補正

でありますが、これにつきましてはほたる館浄化槽整備でございまして、法定検査に

関わりまして、現在経年劣化によりパイプなどの腐食が進んでいるとの指摘を受けて

いることから今回改修するものでございます。１９節移住定住応援費でございますが、

この予算につきましても予算概要書にありますが、今回沼田町への移住定住を推進す

るために新たにおこした事業でございます。移住定住を推進するための予算でござい

まして、８節報償費、２１５万６千円。移住支援事業費と致しまして５０万円、これ

につきましては町内の企業に勤める町外居住者に対する転入費用に対する、引っ越し

に対する費用助成としてのものでございまして、転入に向けた動機付けを促進するも

のでございます。子育て世帯通勤支援助成、１６５万６千円につきましては、町内居

住者が町外に通勤している、その中で子育て世帯の方々に対しまして、通勤費の助成

をするものでございます。これら２事業に乗っ取った中でですね、双方向の中で定住

人口の維持確保を目指すものでございます。１９節負担金補助及び交付金、１，７３

０万円の補正でございます。これにつきましては先ほど議決いただきました住んで快

適暮らして満足移住定住応援条例に基づきます予算でございまして、加算式の補助金

となっておりまして、若者・子育て世帯の持家所得に対する支援拡充を図った内容と

なっているとこでございます。２２目地域活動推進費、１５節工事請負費、３４６万

７千円でございますが、これにつきましては旭町コミュニティセンター、昭和６２年

建設の建物でございますが、建物屋根のアスファルト防水にひび割れがはじまってい
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ることから今回改修工事をするものでございます。２項２目賦課徴収費、２３節償還

金利子及び割引料３０万円の増額でございますが、これにつきましては法人町民税の

～申告が多額となり、確定申告において法人税還付される法人が増加されることが予

想されることから、還付額の増加の補正でございます。１３頁をお開き願いたいと思

います。３款民生費、１項１目社会福祉費でございます。１９節負担金補助及び交付

金でございます。３０万円の増額補正でありますが、これにつきましては特別補助金

として民生児童委員協議会に対します研修費助成補助金でございます。これにつきま

しては、多様化する福祉ニーズに対応するための研修参加により見識を深めていただ

き、更なる活動推進をする為の予算計上となっているところでございます。２８節繰

出金、５７２万１千円の減額につきましては、国民健康保険特別会計のルール外の受

入金を減額したものでございます。２目高齢者福祉費、１９節交付金、６０万円、こ

れも予算概要書に記載してございますが、高齢者世帯に対する除雪費助成事業でござ

いまして、事業拡充分と致しまして６０万円を増額しているとこでございます。拡充

内容につきましては、所得要件を町民税非課税世帯と致しておりましたが、均等割り

までの世帯を拡充することに致しまして所要額を見込んで増額補正したものでござ

います。３目介護支援費でございます。１３万４千円の増額補正でございます。これ

につきましては、保健福祉課管理車両でございますが、平成１１年車の車両キューブ

でございますが、５月２１日に物損によります事故にあいまして、修理費が６０万円

程必要となることから、車両保険では４５万の補償と見込まれており、これらを考慮

した中でですね、備荒資金組合からの資金を活用した中での入れ替え、事務連絡車両

としての譲受を受けることとして計上させていただいているところでございます。ま

た後程説明致しますが、これにつきましては平成３１年度までの債務負担行為の設定

をすることとして、提案をさせていただいております。２項２目、子育て支援費、１

６８万円これにつきましても概要書に掲載してございますが、今回本町分につきまし

ては北空知管内でも有数の豪雪地帯であることから、中学生以下の子どもを養育する

世帯に対しまして、暖房費の一部を助成すると致しまして、１世帯あたり１万円を助

成する為の予算を計上したものでございます。１４頁をお開き願いたいと思います。

４款１目、保健総務費、１，０４４万２千円でございます。これにつきましては、沼

田厚生クリニック医療機器整備に対します補助事業でございまして、更新する基金に

つきましては、地域医療機関として健診或いは検査機能を維持する為の臨床科学自動

分析装置の更新に対する補助金でございます。２目健康推進費、７１４万４千円でご

ざいます。この予算につきましては、乳幼児の任意予防接種に関わります助成と致し

まして、４種のワクチン接種に対する助成でございます。それと併せた中で５０歳以

上の男性を対象とした中での前立腺がんを新たに取り組むこととしたものの予算額

でございます。６款１項２目、農業総務費、１９節負担金補助及び交付金。５１４万

５千円でございます。これにつきましては、強い農業づくり事業という事で農業者の
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機械導入費補助でございます。歳入につきましては、同額が道費での補助でございま

して、いわゆる間接補助金という形になっているところでございます。６目農業総合

対策費、１９節負担金補助及び交付金。２００万円の増額でございます。これにつき

ましては、集約的作物、ハウス栽培に関わります、新規或いは増棟に関わります労働

費の助成事業、或いは地域内での農業生産技術等導入実証費助成事業と致した中で、

各々１００万円ずつ予算化をしたところでございます。１５頁をお開き願いたいと思

います。８款土木費、１項土木管理費３５万円でございますが、これにつきましては、

国道２７５号線の歩道工事に伴いますほたる街灯の分電盤移設工事でございます。２

項道路橋梁費、１億２，７７０万円でございますが、道路維持、道路新設改良に関わ

る補正でございます。１５節、工事請負費の欄、説明欄の中に工事名が記載されてお

りますので、お目通しいただきたいと思います。１目１３節、委託料につきましては、

除雪車両車庫が手狭となった事から第２車庫の実施設計費として５９０万円、２目１

７節公有財産購入費は道路用地としての用地買収費でございます。下段４項１目、公

共下水道費、２８節繰出金は、公共下水道会計の繰出金でございまして、国道２７５

号線五ヵ山橋の橋梁添加、旭町の舗装補修に伴います工事費に関わります繰出金でご

ざいます。１６頁をお開き願いたいと思います。９款２目防災費、１３節、２５万４

千円。１４節、２７万８千円。これともにですね緊急エリアメール配信事業に関わり

ます経費でございます。沼田町では災害などの発生時、発生の恐れのある場合の携帯

電話、事業者のネットワークを活かした中で緊急エリアメールを配信できる様な形で

進めることとしているところでございまして、これらによりまして、災害時の安心・

安全なまちづくりを図るものでございます。１５節工事請負費、７，７７６万でござ

います。平成２５年に防災無線に関わります親局・ハンザマスト・中継局及び農村地

域の個別受信機につきまして更新致しましたが、今回の予算につきましては、市街地

域の千台につきましての個別受信機の更新事業でございます。１０款１項２目事務局

費、１３万４千円につきましては、委員会で管理しております車両の更新でございま

して、現車両は平成１２年車の走行距離２１万２千キロのカリブでございます。この

車につきましては、以前よりオイルあがりがあり、定期的にオイル補給を行い使用し

てきたところでございますが、過日、車庫内でのオイル漏れを発見し、修理業者に見

ていただいたところプラグシートに経年に摩耗があり修理する場合、オーバーホール

なども必要なことから多額な修理費が見込まれ、先ほど３款で申し上げました手法と

同様に備荒資金組合からの資金を活用した中での入替をすることで計上してござい

ます。２項小学校費、３項中学校費にあります、２０節扶助費でございます。要・準

要保護世帯の児童生徒にかかる区分変更によります扶助費の増額でございます。１７

頁をお開き願いたいと思います。５項２目社会教育推進事業費、１３節委託料、１８

３万６千円は、本願寺駅逓老朽度調査であります。本願寺駅逓につきましては、明治

２７年に建築され、１２０年が経過しておりまして部分的な補修は現在まで行ってき
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たところでございます。現在、外観、基礎部に劣化や損傷が進んでいるものとみられ、

文化財としてしかるべき修理する為には、今回老朽度調査をした中で、今後の維持管

理費を詰めて参りたいというものでございます。５目化石レプリカ工房費、９節、特

別旅費５０万円の補正でございますが、これにつきましては、本町で発掘されました

マツバラクジラが北海道の様なおいどから発掘されたことのない種のクジラに近縁

である可能性がある為、アメリカワシントンＤＣにあります、スミソニアン研究所と

テキサスで開催されます脊椎動物学会に参加し、このタイミングで各種化石と学者と

の議論を交わした中で、本町で発見されましたマツバラクジラがどのようなものかの

調査をするための特別旅費でございます。中段１２款、諸支出金、２５節積立金でご

ざいます。５目ふるさと基金。これにつきましては指定寄付を受けたものの積立でご

ざいます。８目移住定住応援基金につきましては、移住応援条例に対応するための財

政調整基金からの積立であり、１２目農業人材育成基金につきましては、指定寄付を

受けて積み立てるもの。１５目商工観光振興基金につきましては、指定寄付と基金枯

渇により財政調整基金からの積立でございます。１６目スコーレ基金は基金枯渇の為、

財政調整基金から積み立てるものでございます。８頁をお開き願いたいと思います。

歳入でございます。１１款地方交付税、１項１目地方税でございます。４３９万３千

円を増額補正するものでございます。これにつきましては特定財源を充当してもなお

不足する額につきまして、地方交付税を増額致しまして、収支の均衡を図ったもので

ございます。１３款分担金及び負担金、２項１目民生費負担金。１４９万５千円の減

額でございますが、これにつきましては保育料収入でございまして、本町につきまし

ては既に国の規定の８階層から１５階層、その上に３０％の軽減率を乗じて保育料を

設定しておりましたが、今回更なる軽減策を図るということで軽減率を５０％とし、

働く子育て世帯への支援を拡充したものでございます。下段１６款道支出金、２項４

目農林水産業費道補助金、５８７万７千円は歳出農業管理費、農業総務費で説明致し

ました事業補助金でございます。９頁をお開き願いたいと思います。１８款寄附金、

４２０万円の増額でございます。２目総務費寄附金、４目農林水産業費寄附金、５目

商工費寄附金、各々の目にあります、指定寄付金を受けたものの補正でございます。

１９款１項基金繰入金でございますが、各々の基金繰入金につきましては、先ほど歳

出で説明申し上げました事業財源として各基金に繰入分となってございます。１０頁

をお開き願いたいと思います。２０款１項１目繰越金でございます。１億２，５４９

万円の増額でございます。これにつきましては、平成２６年度の繰越金の増額でござ

います。２１款諸収入、４項５目雑入６０万円の増額でございます。これにつきまし

ては、５節各種検診収入につきましては、先程申し上げました前立腺がんに関わりま

す受診者負担額としての増額と、１６節雑入につきましては、自動車の物損事故に伴

います自動車損害共済金の収入という事で見込んでいるところでございます。２２款

町債、１項町債１億２，６７０万円の増額補正でございます。３目土木債、５目衛生
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債、６目消防債につきましては、説明欄に記載ありますとおり事業に対する起債額の

増額でございます。４頁をお開き願いたいと思います。第２表債務負担行為の選定で

ございます。平成３１年度までの期間を持った中での、事務連絡車両２台分の譲受に

かかります債務負担行為の設定でございます。第３表地方債の補正でございます。中

段の追加につきましては沼田厚生クリニック医療機器の整備事業、防災行政無線戸別

受信機整備事業、下段の変更につきましては、弁天通線改良にかかるものでございま

して、先ほどの歳入調査費で増額計上致したものを地方債の補正としたものでござい

ます。以上申し上げまして提案説明とさせていただきます。ご審議の程よろしくお願

い致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

○５番（久保元宏議員）はい。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい、久保議員。 

○５番（久保元宏議員）５番、久保元宏です。３月に骨格予算を頂戴して、この度選

挙後ですので政策予算だと思って課長の説明伺いました。その中で気になったところ

なんですが、広聴費若しくは職員の研修費と申すんでしょうか、ずっとここ２年間ほ

どスタジオＬを使ってこれから塾・つながる塾をしてたんですが、そのような予算の

計上はこの中で僕は気づかなかったんですけれど、もしあるならその場所を教えてい

ただきたい。若しくはやめたんだったらやめたで構いませんが、併せてスタジオＬに

過去いくら支出したっていうのも情報として教えていただければと思います。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい、総務財政課長。 

○総務財政課長（菅原秀史課長）はい。広聴に関わる事業と致しましてはですね、今

回今週末の区長発送で出させていただきますが、従来までふらっトークという事で役

場で町長が待ってる形から今度新しい形とした中では、各行政区の方に日程を調整し

た中で町長が伺うという形の広聴活動、そのような形に切り替えるという事で今回広

聴活動としては、待つ形から出向く形に変えるという事で計画しておりますが、これ

につきましては予算の計上はございません。 

○議長（渡邊敏昭議長）スタジオＬについては。 

○政策推進室長（吉田憲司室長）はい。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。政策推進室長。 

○政策推進室長（吉田憲司室長）今回の補正では上げてはございませんけれども、前

年度の補正予算の絡みに伴いまして今地方創生の計画を作る為のその作業としての

予算は繰越明許で持ってございます。その予算につきましてはこれから執行するとい

う形になっておりますので、ご報告申し上げたいと思います。平成２５年度の時の予

算につきましては、ちょっとおよそですけど１千万程度、それから平成２６年度につ

きましては５百万と１千万と合計合わせまして１，５００万程度でないかという風に
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思っております。また正確な数字後程お知らせしたいという風に思っております。 

○議長（渡邊敏昭議長）よろしいですか。はい、久保議員。 

○５番（久保元宏議員）はい、ありがとうございます。ちょっと気になったのはです

ね、３月の定例も今回の定例もなんですけども、町政執行方針の中にもあと６月の町

民対象の町懇の中でも町長のスピーチの中でこれから塾とかつながる塾っていう単

語が１回も出てこなかったんですよね。去年までは何度も町長の方でこの機会にこれ

から塾・つながる塾またはスタジオＬという言葉は使われてきたんですけれど、一気

に３月ぐらいから潮目が変わったかのように使われてこなかった。それとまた今回の

政策予算に計上されてなかったので、確かに今までの４年間大きな風呂敷を広げたこ

とに僕らも気にしてはいたんですけれど、これで一気に風呂敷をたたむことによって

積極的な政策がもし疎かになるのであれば、という懸念としてこのような質問をした

んですが、町長の見解がもしあればお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（渡邊敏昭議長）町長から受けますね。はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）色んなグループの事業はあれは何らかの形で既存の予算の中

で、動かしていきたいという風に思っていますので、特別予算を今計上しておりませ

ん。でも形は一部ももう動いてますけども、病院のやつはね、ああいう形でこれから

の色んな施設を整備にあたって色んなグループを大切に動かしていきたいという風

には思っています。 

○議長（渡邊敏昭議長）久保議員よろしいですか。 

○５番（久保元宏議員）はい。 

○議長（渡邊敏昭議長）他に質問ございませんか。よろしいですか。他に質疑なしと

認め、質疑を終結致します。これより討論に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第４２号は原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第９、議案第４３号。平成２７年度沼田町養護老人ホー

ム特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。和風園

園長。 

○和風園園長（安念昌典園長）はい。議案第４３号。平成２７年度沼田町養護老人ホ

ーム特別会計補正予算について。平成２７年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予

算を別冊のとおり提出する。平成２７年６月２２日提出、町長名でございます。別冊
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の特別会計補正予算、第１号の１頁をお開きいただきたいと思います。平成２７年度

沼田町養護老人ホーム特別会計第１号。平成２７年度沼田町養護老人ホーム特別会計

補正予算第１号は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳

出予算の総額に歳入歳出それぞれ、２，４５４万１千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ、２億９，１９６万２千円と定める。２項については省略させ

ていただきます。平成２７年６月２２日提出、町長名でございます。２頁目をお開き

ください。今回の補正予算の内容をご説明致します。歳入においては前年度の繰越金

を増額したものであります。歳出におきましては、基金の積立によるものです。５頁

をお開きください。下段の歳出でございます。１款総務費、２，４５４万１千円の増

額で、合計１億７，９３８万６千円でございます。２５節、積立金で２，４５４万１

千円の増額は、２６年度の繰越額を積み立てするものとなってございます。続きまし

て上段の歳入でございます。５款の繰越金でございますが、これにつきましては、老

人ホーム措置費ですとか介護サービス収入を多くできた、それから重油などの燃料費

などの値下がりにより総額２，４５４万１千円を増額することができたところでござ

います。以上、説明を終わります。よろしくご審議の程お願い申し上げます。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第４３号は原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第１０、議案第４４号。平成２７年度沼田町特別養護老

人ホーム特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。

旭寿園園長。 

○旭寿園園長（谷口勲園長）議案第４４号。平成２７年度沼田町特別養護老人ホーム

特別会計補正予算について。平成２７年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予

算を別冊のとおり提出する。平成２７年６月２２日提出、町長名でございます。別冊

２７年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算書第１号、１頁をお開きくださ

い。平成２７年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算第１号。平成２７年度
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沼田町の特別養護老人ホーム特別会計の補正予算第１号は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、７万５千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、３億２，２３５万３千円と定め

る。 

（「説明省略」の声あり） 

○旭寿園園長（谷口勲園長）ご審議の程、よろしくお願い致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第４４号は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第１１、議案第４５号。平成２７年度沼田町高齢者グル

ープホーム特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。

旭寿園園長。 

○旭寿園園長（谷口勲園長）議案第４５号。平成２７年度沼田町高齢者グループホー

ム特別会計補正予算について。平成２７年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補

正予算を別冊のとおり提出する。平成２７年６月２２日提出、町長名でございます。

別冊、平成２７年度沼田町グループホーム特別会計補正予算書第１号、１頁をお開き

ください。平成２７年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予算第１号。平成

２７年度沼田町の高齢者グループホーム（なごみ）特別会計の補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ１０万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億と

び７２万４千円と定める。２項省略致します。平成２７年６月２２日提出、町長名で

ございます。よろしくご審議の程、お願い致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）旭寿園園長、すいません。４億じゃなくて４千ですよね。 

○旭寿園園長（谷口勲園長）失礼しました。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第４５号は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第１２、議案第４６号。平成２７年度沼田町介護保険特

別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。保健福祉課

長。 

○保健福祉課長（黒田美和課長）議案第４６号。平成２７年度沼田町介護保険特別会

計補正予算について。平成２７年度沼田町介護保険特別会計補正予算を別冊のとおり

提出する。平成２７年６月２２日提出、町長名でございます。別冊の平成２７年度沼

田町介護保険特別会計補正予算第１号、１頁をお開きください。平成２７年度沼田町

介護保険特別会計補正予算第１号。平成２７年度沼田町の介護保険特別会計の補正予

算第１号は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ、８３５万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ、３億８，７４６万円と定める。２項については読み上げを省略致します。

平成２７年６月２２日提出、町長名でございます。今回の補正の主なものは、平成２

６年度決算に伴う繰越金の確定と前年度の介護給付費負担金及び地域支援事業の国

などへの返還金を支出する為、増額補正をするものです。５頁をお開きください。 

（「説明省略」の声あり） 

○保健福祉課長（黒田美和課長）よろしくご審議をお願い致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）よろしいですか。説明が終わりました。これより質疑に入り

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第４６号は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第１３、議案第４７号。平成２７年度沼田町国民健康保

険特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。保健福

祉課長。 

○保健福祉課長（黒田美和課長）議案第４７号。平成２７年度沼田町国民健康保険特

別会計補正予算について。平成２７年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算を別冊

のとおり提出する。平成２７年６月２２日提出、町長名でございます。平成２７年度

沼田町国民健康保険特別会計補正予算第１号、１頁をお開きください。平成２７年度

沼田町国民健康保険特別会計補正予算第１号。平成２７年度沼田町の国民健康保険特

別会計の補正予算第１号は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、１８８万４千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ５億６，７８０万７千円と定める。２項省略させていただき

ます。平成２７年６月２２日提出、町長名でございます。今回の補正につきましては、

歳入においては、平成２６年度決算に伴う繰越金の確定と税率の改正に基づく保険税

の決定による現年度課税分の補正、前年度療養給付費の確定による国庫支出金等の補

正、更に一般会計繰入金について減額補正すること。歳出については、平成２６年度

の療養給付費の確定したことによる、療養給付費の補正と平成２６年度の療養給付費

等負担金にかかる償還金を計上するものです。歳出から説明致します。１０頁をお開

きください。歳出の保険給付費でございます。保険給付費は、厚生労働省の試算方法

に基づきまして、過去３か年の実績と医療費、伸び率を基に、町独自の実績も勘案し

推計したものです。１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費。３０３万４千円の

増額。３目、一般被保険者療養費は、１８万６千円の減額。２項高額療養費、１目一

般被保険者高額療養費は９９万５千円の増額補正となります。１項療養諸費、２目退

職被保険者等療養給付費は２３０万８千円の減額。４目退職被保険者等療養費１万５

千円の増額。２項高額療養費、２目退職被保険者等高額療養費７０万８千円の減額と

なります。退職者医療制度につきましては、本年４月をもって終了し、今後新規に増

える見込みがない為、高医療患者が発生しなければ減少していく見込みでありますが、

医療費の伸びを見ながら予算の確保に努めてまいりたいと考えております。１１頁を

お開きください。３款後期高齢者支援金等、４款前期高齢者支援金等、６款介護納付

金につきましては、社会保険、診療報酬支払基金からの徹底通知に基づきまして補正

するものでございます。３款１項１目、後期高齢者支援金。３４８万２千円の増額で

すが、全国一律である一人当たり総負担額に乗じます人数が当初予算の見込みにより、

増えた事によるものであります。４款１項１目、前期高齢者納付金。２万１千円の減
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額でございます。６款１項１目、介護納付金。３８０万４千円の減額につきましては、

全国一律であります一人あたりの負担額が当初予算見込みより減ったことによるも

のでございます。１２頁をお開きください。１０款諸支出金、１項償還金でございま

す。２６年度特定健診負担金の実績がほぼ確定している事から、３８万５千円の返還

を見込み、まだ実績が未確定となっておりますが、２６年度退職者療養給付費交付金

について、医療費が少なかった為、過大交付となる見込みとなる事から返還金を昨年

並みの１００万円と見込み、併せて１３８万５千円の増額補正をするものでございま

す。歳入について説明致します。７頁をお開き下さい。１款１項１目、一般被保険者

国民健康保険税。国民健康保険税につきましては、条例の改正によりまして、保険税

率の改正を議決いただいたところですが、保険給付費とその他必要な事業経費の歳出

予算から国・道支出金や各制度交付金、繰入金・繰越金を差し引いた後の必要額を保

険税として賦課しています。この結果、当初予算額の現年課税分の１億４，７７６万

４千円に対し、２，０６８万８千円の減額となり、この必要額に基づき税率の改正が

行われております。国民健康保険税は、税率改正後の算定の結果、２，０６８万８千

円を減額し、１億２，８０８万１千円とし、一般被保険者と退職費保険者等に区分し

医療費給付分、後期高齢者支援金分、介護納付金分をそれぞれ改正後の税率に基づき、

算定した結果補正するものであります。２款国庫支出金、１項国庫負担金、１目療養

給付費等負担金でございます。一般被保険者の療養給付費の補正増と４款の前期高齢

者交付金が当初予算より大幅に減額となる事から５８０万６千円を増額としていま

す。２項国庫補助金、１目財政調整交付金でございます。普通調整交付金は、当初１，

２３２万６千円を計上していたところですが、調整対象収入額となる２６年度課税総

所得金額に対し、調整対象需要額である医療費が上回らないと見込み、交付金がゼロ

交付として普通調整交付金計上額、全額１，２３２万６千円を減額とするものでござ

います。次の頁、８頁をお開きください。３款療養給付費交付金。７８５万１千円の

減ですが、退職被保険者の療養給付費を補正減としたこと、また後期高齢者支援金分

の調整対象基準額が減額になったことによるものです。４款前期高齢者交付金。２，

０８７万９千円を減額するものです。前々年度の精算交付金額が２，７８２万９千円

の減となり、２７年度概算交付金が見込んでいた額より低く算定された事により減額

としております。５款道支出金、３５８万６千円の減ですが、普通調整交付金は平成

２６年度の交付実績による調整交付金を算定した結果、当初予算より３５８万６千円

の減額と致しております。次の頁、９頁をお開き下さい。８款繰入金、５７２万１千

円の減です。一般会計繰入金は、平成２４年度から５年間繰入計画に基づき、実施さ

せていただいておりますが、本年度当初予算では、税負担軽減分と財政支援金分を計

上したところでしたが、税負担軽減繰入金は、平成２６年度の収支が黒字決算となっ

た為、昨年度同様、２７年度も一般会計からの繰入に頼らず、全額７２万１千円を減

額補正するものです。財政支援繰入金については、当初５００万円を計上しておりま
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したが、２６年度実績において高額医療費共同事業等交付金と拠出金の差額補てんの

必要がないことから、全額５００万円を減額とするものです。９款繰越金。６，６０

６万９千円の増額ですが、平成２６年度の余剰金６，７０６万９千円を２７年度に繰

り越した為、６，６０６万９千円を増額するものです。主な要因としましては、保険

給付費が昨年度と比較し、若干増えているものの大きな伸びはなく、平成２５年度か

らの余剰金６，０００万円程ございますが、繰り越されている事が要因と考えられて

おります。以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議の程お願い致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第４７号は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第１４、議案第４８号。平成２７年度沼田町後期高齢者

医療特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。保健

福祉課長。 

○保健福祉課長（黒田美和課長）議案第４８号。平成２７年度沼田町後期高齢者医療

特別会計補正予算について。平成２７年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算を

別冊のとおり提出する。平成２７年６月２２日提出、沼田町長名でございます。別冊

平成２７年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算第１号、１頁をお開きください。

平成２７年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算第１号。平成２７年度沼田町の

後期高齢者医療特別会計の補正予算第１号は、次に定めるところによる。歳入歳出予

算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、７６万４千円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ６，０３２万２千円と定める。 

（「説明省略」の声あり） 

○保健福祉課長（黒田美和課長）よろしくご審議の程、お願い致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第４８号は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第１５、議案第４９号。平成２７年度沼田町公共下水道

特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（中野栄治課長）議案第４９号。平成２７年度沼田町公共下水道特別会計

補正予算について。平成２７年度沼田町公共下水道特別会計補正予算を別冊のとおり

提出する。平成２７年６月２２日提出、町長名でございます。別冊の平成２７年度沼

田町公共下水道特別会計補正予算第１号の１頁をご覧ください。平成２７年度沼田町

公共下水道特別会計補正予算（１号）。平成２７年度沼田町の公共下水道特別会計の

補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、３６０万８千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２億２，２３３万９千円と定める。２項以降省略致します。今

回の補正につきましては、主に五カ山橋拡大にかかります委託料の増、及び国道２７

５号線の旭町国道拡張工事にかかります下水道のマンホール等の調整工事が主なも

のでございます。５頁をご覧ください。下段の歳出でございます。１款下水道費、１

項下水道事業費、２目下水道建設費でございます。３６０万８千円の増額です。１３

節委託料、２５３万８千円の増。これは五カ山橋拡大工事に伴います管渠の移設工事

の実施設計委託料でございます。１５節工事請負費、１０７万円の増。旭町マンホー

ルの調整工事でございます。国道２７５号線歩道拡張工事の内、今年度施工分６９０

ｍにかかる各敷地毎の公共枡及び水道本管の枡３３か所分の高さ調整を行う為の費

用です。次に上段の歳入でございます。４款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会

計繰入金でございます。２７９万８千円の増額です。６款の諸収入、１目雑入でござ

います。８１万円の増額です。移設用地及び補償費８１万円の増です。こちらは用地

買収部分にある公共枡２５か所についての調整工事の国からの補償金でございます。

以上、申し上げまして説明と致します。ご審議の程よろしくお願い致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第４９号は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第１６、議案第５０号。平成２７年度沼田町水道事業会

計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（中野栄治課長）議案第５０号。平成２７年度沼田町水道事業会計補正予

算について。平成２７年度沼田町水道事業会計補正予算を別冊のとおり提出する。平

成２７年６月２２日提出、沼田町長名でございます。別冊の平成２７年度沼田町水道

事業会計補正予算第１号の１頁をご覧ください。平成２７年度沼田町水道事業会計補

正予算第１号。第１条、平成２７年度沼田町の水道事業会計の補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。２条以降は省略させていただきます。平成２７年６月２２

日提出、沼田町長名でございます。この補正につきましても、主な補正につきまして

は、五カ山橋架け換えにかかる委託料の増、及び旭町の歩道拡張に伴います、消火栓

移設等の増額の補正でございます。６頁をご覧ください。 

（「説明省略」の声あり） 

○建設課長（中野栄治課長）ご審議の程、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第５０号は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 
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○議長（渡邊敏昭議長）日程第１７、議案第５１号。誇りある宝で未来を創る「みん

なで食べよう雪中米宣言」についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。

町長。 

○町長（金平嘉則町長）はい。議案第５１号。誇りある宝で未来を創る「みんなで食

べよう雪中米宣言」について。誇りある宝で未来を創る「みんなで食べよう雪中米宣

言」を次のとおり提出する。平成２７年６月２２日提出、町長名でございます。提案

理由を申し上げたいと思います。我が沼田町は、平成８年スノークールライスファク

トリーを世界で初めて稼働させ、雪エネルギーを活用した雪中米をブランド化して、

今年２０年目の節目を向かえる年となりました。ここまで沼田農業を牽引してくれた

雪中米を町の宝として守り続け、消費拡大や沼田ブランドの情報発信を行い、沼田農

業の持続的発展を目指すために、ここに宣言を行い、町民と共に沼田町の発展を目指

していきたいという思いから、みんなで食べよう雪中米宣言をさせていただく議案提

案をさせていただいた次第であります。続きまして宣伝文を朗読させていただきます。

誇りある宝で未来を創る「みんなで食べよう雪中米宣言」沼田町の大自然とミネラル

豊富な雪解け水、肥沃な大地で育った、沼田ならではの雪を利活用した世界初の雪中

米を町民の宝とし、雪中米をたくさん食べて健康で元気な生活を送るとともに、雪中

米を広く発信していくことにより、沼田農業の発展につなげ、いつまでも元気なまり

沼田町を目指すため、ここに「みんなで食べよう雪中米宣言」をいたします。１つ、

私たちは、雪中米を食べて元気で幸せいっぱいの生活を送っていきます。２つ、私た

ちは、未来を担う子どもたちに雪中米のおいしさを伝えていきます。３つ、私たちは、

おいしさ世界一を目指す雪中米を広く発信していきます。４つ、私たちは、沼田農業

をまちの宝とし、誇りと挑戦で発展させていきます。よろしくご審議お願い致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採決

致します。お諮り致します。議案第５１号は原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しまし

た。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第１８、諮問第１号。人権擁護委員の推薦につき意見を
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求めることについてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（金平嘉則町長）はい。諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについて。現、人権擁護委員であります徳盛透氏の任期が２７年９月３０日を以

って任期満了になりますので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によって議会の同

意を求めるものであります。記と致しまして推薦する方は、住所沼田町南１条４丁目

７番９８号。氏名、徳盛透氏。生年月日、昭和３０年３月１４日生。現在１期目の人

権擁護委員として、ご活躍をいただいており、識見・人格等にまさに適していますの

で、再任として提案を申し上げます。平成２７年６月２２日提出、沼田町長名でござ

います。よろしくお願い申しあげます。 

○議長（渡邊敏昭議長）説明が終わりました。お諮り致します。本案は人事案件であ

りますので、質疑・討論を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案の質疑・討論を省略する

ことに決しました。本案について採決致します。お諮り致します。諮問第１号は、原

案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本案は同意することに決しま

した。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第１９、請願第３号。憲法を守り、日本を海外で戦争す

る国にする戦争立法の廃案を求める請願についてを議題と致します。お諮り致します。

本請願については、会議規則第９２条第２項の規定により、委員会付託を省略したい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって、請願第３号は委員会付託を

省略することに決しました。ただちに審議に入ります。ここで紹介議員より、説明を

求めるところですが、この際説明を省略したいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって、説明を省略することに決し

ました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

○１番（高田勲議員）議長。 

○議長（渡邊敏昭議長）高田議員。 

○１番（高田勲議員）１番、高田です。請願書を見てみると、要は違憲だっていう風

に言っている様な話なんですが、たまたま紹介議員が橋場さんであった事、それで橋

場さんは日本共産党の所属である事から、１件だけお伺いしたい。日本共産党は過去
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に自衛隊を違憲だと言っていた時代がありましたが、今も日本共産党さんは、自衛隊

を違憲と認識しているのかどうかをお伺いしたい。 

○議長（渡邊敏昭議長）橋場議員に質問です。 

○１番（高田勲議員）紹介議員。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい、紹介議員。 

○１０番（橋場守議員）今、十分聞き取れなかったんだけれども、自衛隊が違憲であ

るという事が問題だっていうこと。日本共産党は、憲法には違反してるんだけれども、

今すぐ解散をさせるという様な、方針は持っていません。やはりこれまで色んな経過

があって育ってきたもんですね、それから災害の救助のなんか色々とやってましてね、

軍事の為には、実はすぐやめてもらうんだけれども、その自衛隊員のそのままかいじ

してやめさせてしまうという様なね、そういう方針ではないんです。ですから違憲だ

という事は、間違いなく違憲なんです。兵器を持ってますからね。 

○１番（高田勲議員）いいですよ。 

○議長（渡邊敏昭議長）よろしいですか。他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入り

ます。ご意見ありませんか。 

○１番（高田勲議員）はい。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい、高田議員。 

○１番（高田勲議員）１番、高田であります。意見書を見てみますと、いきなり憲法

を守りって書いてあるんですが、違憲だっていう風に決めつけてるんですよね。それ

で今、国会で審議しているのは、違憲かどうかっていう部分を審議しているのであっ

て、意見書の中身を見てみますと、今国会を延長してまでも強引に成立させようとし

ています。っていう風に記載されております。今日の新聞ですと、会期を９５日間延

長した。そして安倍首相は、今日これ読売の社説なんですけども、安保関連法案が充

分な審議時間をとって、徹底的に議論していきたいという風に述べられております。

時間をとってしっかり議論することが、民主主義の基本だと思うんで、私はしっかり

これについては議論をしていただきたいと思うんで、最初から違憲だという風に決め

つけているこの意見書には反対を致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）他にご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）他にご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について

採決致します。採決は挙手によって行います。お諮り致します。請願第３号を採択す

ることに賛成の方は挙手願います。挙手１名であります。よって本請願は不採択すべ

きものと決しました。ここで暫時休憩を致します。こちらから右に見えます時計で、

４時４０分まで休憩致します。なお、全員協議会を開きますので、議員の方は議員控
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え室で集まってください。 

１６時２７分 休憩 

 

１６時３８分 再開 

○議長（渡邊敏昭議長）再開致します。議事日程の追加についてお諮り致します。只

今、事務局より意見案１件、その他１件について追加案件として提出されました。こ

の際これを日程に追加したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって日程第２０、意見案第３号。

安全保障関連法案の慎重審議を求める意見書（案）について。日程第２１、閉会中の

所管事務調査の申し出について、以上２件を日程に追加することに決しました。日程

第２０、意見案第３号。安全保障関連法案の慎重審議を求める意見書（案）について

を議題と致します。提案者より説明を求めるところですが、この際説明を省略致した

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって説明を省略することに決しま

した。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

○１０番（橋場守議員）はい。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。橋場議員。 

○１０番（橋場守議員）先ほどの請願が否決された訳なんですけどもね、安倍内閣は

安保情勢というか、そういうものがもう本当に日本の国が、大変な状況に置かれるよ

うな状況が生まれてるって言ってんですよね。だけどどこに生まれてるかってどこも

変わってないんですよね。要するに地球の裏側でアメリカが何かの事件に参加したら 

それに支援をしなきゃならんと。しかもね、憲法に違反していないって言うのは後方

支援だって言ってるんですよね。だけど後方支援でなんだってこういう言葉元々ない

んですよね戦争の中にね。それは皆さんみんな知ってると思うんですよ。自衛隊の隊

員がね、除隊をして今定年で一般人になってるんですけどね、その人が元自衛隊員が

こう言ってるんですよ。後方支援っていって油や弾薬を運ぶだけども、飛行機や戦車

がそこにあっても油が来なかったらこれは戦車でもない飛行機でもないただの鉄く

ずだって言ってるんです。その鉄くずをね、ただの鉄くずを人を殺せる道具に使える

ようにするのが後方支援って言って後ろから油や弾薬を運んでくる、これが戦争とは

関係ないんだなんていう事をね、信じられますか。私はね、それを信じるとしたらね、

頭どうかしてんでないかと私は思いますね。ですから今９０何日もね、国会を延長す

る、こういうのかつてないって事ですよね。言ってんですよ。それはなぜそんな風に

長い期間延長させようとしてんのかって言ったら明らかにしてるでしょ。これだけ国

民の人達がね、反対の声が大きくなってるんだからこれは危ないっていう事で、何と
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か期間を長くしてなんとか法律を制定させようというそういう企みだと思うんです。

そう思いませんか。という事を聞きたいと思います。 

○議長（渡邊敏昭議長）提案者の高田議員。 

○１番（高田勲議員）１番、高田であります。我が国を取り巻く安全保障に関する環

境っていうのはですね、やはりここ１０年くらいで非常に変わってきたんだろうなっ

ていう風に我々も国民もそれは感じてると思うんです。じゃあ国を守る為に、国土を

守る為に日本国民として日本国としてどういう風に対応してこうかという事を今、議

論したいって言うのが今の内閣の考えであります。それで９５日間延長して、なんか

企んでいる様な雰囲気ですけども、安倍首相は一切そんな事言ってませんよね。安保

法案が十分な審議時間をとって徹底的に議論していきたいと申してる。ですからそれ

はどこの党かわからないですけども、憶測であってとにかく徹底的に議論しましょう。

その上で国民の皆さんが納得したんであれば、納得したんであればこの法案はいい法

案だし、国民がノーと言えばみんながノーと言えばこの法案は潰れるはずなんだ、そ

れが民主主義です。非常に複雑な法案の中身です。丁寧に説明して国民の皆様にきち

っと理解を求めてる安倍政権の姿勢なのかなという風に判断して私は本意見書の提

出者として、本意見書を今定例会に提出致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。他に。橋場議員同じ様な質問でしたら。 

○１０番（橋場守議員）質疑なんでね。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。 

○１０番（橋場守議員）今私はこの文書の事でね質疑したんでないんですよね。提出

する人のその今の情勢をどのように見ているのかっていう事を質疑したんで、ですか

らねこんな状況ではね、９５日もね、延ばしたって延ばしても結局これは採択された

らね、国民は大変ではないか、大変な事になるなと思って。それと色んな情勢を言っ

てるけどね、中東でもってねボランティアをやってる人達はね、日本人が向こう行っ

て色々と色んな活動してるんですよ。だけど難民の人達をね、助ける活動をしてるそ

の人たちがね日本人にはものすごく好意を持ってくれてると言ってます。それで我々

は色んな事危険な状態があってもね、身は守られるけど。千歳のたかとうなおこさん

て言う人はね。 

○議長（渡邊敏昭議長）それ以上まだありますか。 

○１０番（橋場守議員）あります。逮捕されたんですよ誘拐されたんですね。だけど

あの人は戻って来たんですよ。その時はまだね日本自衛隊があそこアメリカと一緒に

なってあまり出て行ってない時期なんです。アメリカと一緒になってね、イラクやア

フガニスタンに自衛隊が行ってからね、日本のそういう人たちが危険な目に遭ってる

んですね。ですから軍隊では軍事ではテロを無くすることはできないと、実際に行っ

てる人たちが証言してんですね。ですから私はね是非ともね、これではなくてこれは

町がこういう形でなくてやっぱり止める為のね、手段をとってほしいなと。残念なが
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ら沼田の議会では私だけしかこの法案は大変だと思ってないんだなと思ったら残念

ですけどね、まあそういう事を聞いたんです。 

○議長（渡邊敏昭議長）状況をどう判断してるかですね。はい、高田議員。 

○１番（高田勲議員）１番、簡的に。９５日間の話については今ほどお話ししたとお

りですので、理解いただきたい。国民が大変になるっていうんですけども、国民の皆

さんも一緒に議論に加わる期間が延びるんだから９５日間延長したことに対しては、

全然僕は問題はないと思うし、たかとうなおこさんは私は存じませんけども、軍事で

テロはなくせない。だったらなんで無くすのかっていうのも私はわからないのでそれ

も含めて９５日間で議論をいただきたいというのが、提出者の意であります。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。他に質問ありませんか。以上、質問がないという風に。 

○３番（大沼恒雄議員）議長。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。 

○３番（大沼恒雄議員）ちょっと議事進行というか休憩してほしいんだけどね。今橋

場さんが言った言葉については質問できるんですかね。 

○議長（渡邊敏昭議長）それはできません。 

○３番（大沼恒雄議員）できませんか。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。 

○３番（大沼恒雄議員）はい。わかりました。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。質疑がこれ以上ないという事で、質疑を打ち切りたい

と思います。これより討論に入ります。ご意見ありませんか。 

○１０番（橋場守議員）はい。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。橋場議員。 

○１０番（橋場守議員）好意的にねこういう風に作っていただいたと思うんですけれ

ども、だけど私は今緊急にね、私らは戦争法案って言ってるんですよ。安保法案では

なくてね。だからこの法案をね是非とも国民の人にこんだけね心配してるし、是非と

もねこの沼田町の議会もねやはり少なくともね、戦争はやめなさいっていうぐらいね、

言ってもいいんじゃないかなと思いますんで、これではやっぱりその点が全く省けて

るんで、反対を致します。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。他に。 

○１番（高田勲議員）はい。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい、高田議員。 

○１番（高田勲議員）提出者ですので、今反対の意見が出たので賛成の意見も述べた

いという風に思いますが、今法案まだ審議中でございますが、武力行使をする際の新

しいルールとして、新３要件と呼ばれるものなんかも、しっかりと政府は提示し始め

ております。戦争法案ていう表現をされてますが、私は戦争抑止法案にもなる可能性

もあるのかなと思いますので、私は是非皆さんに議員各位にこの意見書の採択を懇願
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するものであります。以上です。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。他にご意見ありませんか。 

○３番（大沼恒雄議員）はい。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい、大沼議員。 

○３番（大沼恒雄議員）３番、大沼です。沼田町の議会が安全保障まあ関連法案に関

しましてね、一つも考えていないという発言はねこれはちょっと言い過ぎでないかと。

私たちも安全保障関連につきましてはね、かなり調べてかなり勉強しております。そ

んな中でですね、こうして高田副議長が提出者で出された意見書に対してはですね、

今最低限の出し方なのかなとは思います。ただこれ対案を持たないで反対だけしたっ

てね、ただ反対反対って言ったってそれはただの反対で、対案を持って初めて僕は反

対になると思うんですよ。違いますかね。ですからこの事については、やはり国会も

今衆院特別委員会もやってる事ですし、その中でしっかり審議していただいて、その

面で国民の皆さんにお知らせ願えってそれから更に審議が重なれるのかどうか別に

してですよ、審判を仰げばいいんではないかと思いますので、この意見書案には私は

賛成させていただきます。 

○議長（渡邊敏昭議長）はい。他にご意見なしですか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）他にご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について

採決致します。採決は挙手によって行います。お諮り致します。本案は原案のとおり

関係機関に提出することに賛成の方は挙手願います。挙手多数です。よって本案は原

案どおり関係機関に提出することに決しました。 

 

○議長（渡邊敏昭議長）日程第２１、閉会中の所管事務調査の申し出についてを議題

と致します。お諮り致します。本件は各常任委員会が調査終了までの閉会中の所管事

務調査の申し出であります。この際説明を省略し、許可することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊敏昭議長）ご異議なしと認めます。よって本件は許可することに決しま

した。 

 

（閉 会 宣 言） 

○議長（渡邊敏昭議長）以上で、本定例会に付議された案件は全て終了致しました。

これにて平成２７年第２回沼田町議会定例会を閉会致します。ご苦労様でした。 

１６時５１分 閉会 

 


